


香港財界人との交流(2)　Robert Kuokさんのこと
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お隣に大富豪がいる確率Asia’s World City 香港
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　Kuokさんと私は北京空港の仲と言っている。彼は、マス
コミには用心深いせいか香港でも連日のようにあるパー
ティで彼を見たことはない。　私は香港のあと北京に駐
在したが、日程の許す限り香港に週末出かけるようにし
ていた。天安門事件の後でもあったが、北京では何の情報
も入らない。情報を得るには香港で仲間と話し合うのが
一番だ。
　不思議なことに北京の空港で飛行機を待っていると
（今も時間通りに運行しない点は同じだが、当時の汚い待
合室で搭乗口を見ていないと乗り損なう危険があった）
Kuokさんとぱったり会ったことが4・5回ある。そこで彼の
ことを「空港の仲」と呼んでいた。ふたりで汚い椅子に腰
を掛け色々な話をしたが、彼は子供に諭すように中国に
ついて教えてくれた。彼はマレーシア生まれだが父親は
福建省出身だ。シンガポールの名門校、Raffles Institute
で学んだためか実に綺麗な英語をしゃべる。
　第二次大戦中、三菱商事のジョホールバル支店で穀物
取引をやっており、それが後年の砂糖、ヤシ油、小麦粉, 
飼料用穀物など大穀物商としての基礎を築いたようにも
思われる。おそらく筆者に対しては、欧米しか知らない頼
りない支店長が来たので少し教えてやろうという親切心
から交友が始まったのかもしれない。私のパーティには
必ず出席してくれた。私が香港にいた時には既にチムシ
ャツイのShangri-La Hotelはできていたが、更にPacific 
Placeに豪華なIsland Shangri-Laが完成した。ロビーか
ら上層階の吹き抜けに巨大なタペストリーがあり、彼は
本土から職人を連れてきて作らせたが、いかに安く仕上
がったか自慢していた。元々穀物商で巨万の富を築いた
わけだが、当時は既にホテル、港湾事業、海運、その他事業
に投資家として活動しており（93年にはMurdockから香港
の英字紙South China Morning Postを買収）、特に中国に
おけるホテルの展開に情熱を燃やしていたように思われ
る。
　冒頭の北京空港での出会いも本土内各地での交渉事は
別として、最終決断は彼一人で行っていたように思える。
因みに彼は殆ど単身で、時たまかばん持ちが1人ついてい
るだけであった。投資先はアジア各国からオセアニア、欧
米と世界各国に広がっていたが、私の記憶が正しければ、
北米ではバンクーバーまでは投資していたが、アメリカ
がないのが当時不思議に思った記憶がある。相手が世界
の富豪の一人だし、無理に投資して少数株主となっても
意味はないので、共同で事業を起こすといった接点はな
かった。穀物取引は会社同士であったが、彼も投資を勧め
たりしなかったので長い関係が続いたのかも知れない。
私は彼を“自動車製造よりホテル”“飛行機より不動産”と
ターゲットが違うと見ていたが、香港駐在時代は折に触
れ彼の事務所（中国銀行ビル）を訪ねて意見を聞いた。多
忙にもかかわらず、いつも会ってくれた。その後北京に転
勤となり、事務所がKuokさんのKerry Groupが造った当時
としては最もモダンなBeijin World Trade Centreとな
ったのも御縁かも知れない。その後私も東京に帰り、Kuok

さんも家族連れで日本に来る際は会社の上層部を紹介し
パーティ等をしたが、高齢にも拘わらず喜んで出てくれ
た。糧油総公司の40周年か50周年のパーティが人民大会
堂であり、私も招かれ東京から参加した。中国の食糧の輸
出入を司る巨大国営企業なので党の幹部も総出であった。
主要招待客は特別席に座り、私など一般人は並んで主要
招待客に挨拶した。
腰を抜かさんばかりに驚いたのは、Kuokさんと呉儀さん
が並んでブースに座っていたことだ。先方も久しぶりと
握手した。Kuokさんも驚いたようだが、呉儀さんと私は北
京時代の関係だ。昔美人の呉さんは既に対外貿易部（通産
省）の大臣になって居りその後、副首相にまで上り詰めた。
対外貿易部の大臣の頃には私の住まいのリドホテルに
時々夕食に来てくれた。あなたは奥さんがいるから（日本
人駐在員は殆ど単身赴任であった）夜ここにきても誤解
されないと言っていた。実は日本人商工会議所を作って
くれと言われて、当局との折衝で（結社の自由がない国な
ので認めないというし）困っていたが、都度呉さんに助け
を求めていた。彼女も商工会議所なるものは知らなかっ
たので、あなたは新しい商会を作るのかといわれた。
　実は驚いたというよりはすべてが氷解したと言った方
が適切であろう。外貨もないし、当初は飢餓輸出の如き状
態で、国際的商習慣にも慣れていない糧油公司が中国向
け穀物の大量買い付けが出来たのもおそらくKuokさん等
が陰で手助けしていたに違いない。70年代後半まで日中
貿易は小さな友好商社だけが参加できたが、日本全体で
みれば中国との取引は皆無に等しかった。一方香港でも
李嘉誠とかY.K.Paoさん等、巨大華僑が対中投資に逡巡し
ているときにKuokさんは投資をしていたわけだ。勿論、李
鵬など共産党トップとの関係もあったであろうが、対外
貿易部傘下の華潤集団が着々と香港に97年以前に基盤を
築けたのも彼の影の力があったと推測できる。
　1993年Coca Colaが内陸にもビン詰め工場を設けるこ
ととなり大半をKuokさんのKerry Groupが握ることとな
ったが、それ以前に沿海部では13工場がKerry、Swire 
Groupで展開されていた。いずれにしても空白のない対中
投資が続いていたわけだ。Kuokさんがホテル事業に当時
全精力を傾注したのもこの延長線上であろう。前述の空
港での話だが「子供の頃母親が郷里の中国がいかに貧し
い所か、人々は全く文明化されていないこと」など毎日話
してくれたと言う。おそらくその後も変わっていないこ
とを教えてくれたことが最も印象に残っている。97年7月
のForbes誌の表紙にKuokさんが載った。World’s 
Shrewdest Businessmanとなっているが私には父親のよ
うな存在であった。
　余談だが、Shangri-La Hotelは各地で成功を収めてい
るが、パリにも桃源郷が出来た。エッフェル塔とセーヌ川
を一望する16区にあり、元はナポレオンを大伯父にもつ
ローラン・ボナパルト王子の邸宅だ。一度泊まるように勧
められたが、年なので残念ながら写真で見るだけとなっ
ている。

　2013年も香港政府観光局では、様々な活動を通し
て「Asia’s World City 香港」のブランディングを
強化していきます。1月には、公式ホームページ 
(DiscoverHongKong.com/jp)を全面的にリニューア
ルしました。香港の基本的な観光情報に、旅の準備
や旅行中に便利な情報を網羅するとともに、ツイッ
ターやYou Tubeなどのソーシャルメディア、スマー
トフォンにダウンロードできるアプリなどの情報
をわかりやすく掲載していますので、ぜひご覧くだ
さい。
　2013年に最も注目されている新しい施設は、香港
啓徳国際空港の滑走路の跡地に建設されている「カ
イタック・クルーズターミナル」です。6月にオペレー
ションを開始する予定で、完成すると世界で最も大
きいクルーズ客船を停泊させることができます。1
時間に3,000人もの人を通過させる最新の設備を備
えたターミナルになります。

　そのほか、現在拡張工事中の「香港ディズニーラ
ンド」や「オーシャンパーク」に今年も続々と新しい
テーマエリアやアトラクションが登場予定です。
　また、香港では年間を通じて様々なイベントが開
催されます。6月21日から23日までは、「香港国際ド
ラゴンボートレース」がイーストチムサアチョイの
海辺、ビクトリア・ハーバー沿いで行われます。香港
のローカルチームや、各国の代表が競い合うほか、
近隣の公園では、ビアガーデンなどが開かれ、お祭
りムードの中レースの観戦を楽しむことができます。
そして、ドラゴンボートレースに引き続き8月いっ
ぱいまで行われるのが「香港サマースペクタキュラー」
です。街中でセールが行われ、ランカイフォンなど
の飲食エリアでのストリートカーニバルなど、暑い

夏に刺激的なイベントがたくさん！秋には、中秋節。
昨年に引き続き、巨大ランタンなどの展示がされる
ランタンフェスティバルが開催予定です。そして、
10月31日から11月3日に行われるのが、「香港ワイン
＆ダイン・フェスティバル」。今年は会場をセントラ
ルに移し、さらに参加がしやすくなりました。アルコー
ル度数30度以下のお酒には税金がかからない香港
は今、空前のワインブーム。屋外の開放的な空間で、
各国から集まったワインの試食を観光客や香港のロー
カルの人々と入り混じって楽しむこのイベントは、
今香港で最も注目すべきイベントの１つとなりま
した。年末には、イルミネーション輝くロマンチッ
クな街香港を楽しめる「香港ウィンター・フェスタ」
が開催されます。年末のカウントダウンも年々スケー
ルを増し、華々しく行われます。
　新しい施設やホテルの建設、そして絶え間なく行
われているイベントの数々。2013年も香港は、いつ
でも皆様のお越しをお待ちしております。

カイタック・クルーズターミナル

香港ワイン＆ダイン・フェスティバル

香港国際ドラゴンボートレース

香港政府観光局　　公式ホームページ：　DiscoverHongKong.com/jp 
　　　　　　　　　   Facebook：　http://www.facebook.com/DiscoverHongKong.jp
　　　　　　　　　   Twitter：　http://twitter.com/HKTB_JP



今も昔も香港映画（上）
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ブルース・リーは永遠なり

読売新聞元香港支局長　戸張東夫

　　日本公開タイトル（原題） 監督名 製作年

 『省港旗兵 九龍の獅子（省港旗兵）』 ジョニー・マック（麥當雄） 1985

 『男たちの挽歌（英雄本色）』 ジョン・ウ－（呉宇森） 1986

 『狼／男たちの挽歌　最終章（喋血雙雄）』 ジョン・ウー 1989

 『天使の涙（堕落天使）』 ウォン・カーワイ（王家衛） 1995

 『インファナル・アフェア（無間道）』 アンドリュー・ラウ（劉偉強）、アラン・マック（麥兆輝） 2002

 『インファナル・アフェア 無間序曲（無間道Ⅱ）』 アンドリュー・ラウ、アラン・マック 2003

 『インファナル・アフェアⅢ　終極無間（無間道Ⅲ：終極無間）』 アンドリュー・ラウ、アラン・マック 2003

 『ワンナイト・イン・モンコック（旺角黒夜）』 イー・トンシン（爾冬陞） 2004

 『冷たい雨に撃て、約束の銃弾を（復仇、Vengeance）』 ジョニー・トー(杜琪峰) 2009

 『奪命金（奪命金）』 ジョニー・トー 2011

（表１）
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　1970年代前半の5年間を香港で過ごしたことが縁で、
すっかり香港映画ファンになってしまった。あれから
かれこれ40年近い歳月が流れた。だが、これだけは今
でも変わらない。ときどき無性に広東語（粤語）の映画
を観たくなり、広東語が香港映画の魅力のひとつだと
認識を新たにしたり、東京で香港映画を公開すること
が少なくなったことを嘆きながら、DVDで香港のアク
ション映画に目を細めたりしている。
　そうなのだ！香港映画の面白さはなんといっても
アクション映画にあるのだ。そして香港のアクション
映画といえば、これはやはりカンフー映画から始めな
いわけにはいかないであろう。

ブルース・リー、ブームの背景
　日本香港協会のメンバーの方々には説明する必要
はないかも知れないが、カンフー映画とは中国古来の
伝統的拳法による戦いをテーマにしたアクション映
画。中国拳法を中国語では功夫といい、英語でKung fu
（カンフー）と呼び慣わしている。中国では功夫片とい
っている。もとは武侠片（時代劇）と区別されていなか
ったが、後年剣や槍を操る武芸者中心の武侠片から切
り離されて独立した。徒手空拳で強敵に立ち向かうヒ
ーローの技と演技が売り物である。
　カンフー映画は、世界広しといえども、どこの国や
地域の映画にも見られない香港特有のアクション映
画だ。もちろん中国国内でも作られていない。このカ
ンフー映画を全世界の映画ファンに認知させたのが
ほかならぬブルース・リー（李小龍）である。
　ブルース・リーはアメリカ生まれ。中国拳法の格闘
家として知られた。1971年香港にやってきて『ドラゴ
ン危機一発（唐山大兄）』を作ったが、これが大ヒット
してこの年の興行収入ナンバーワンを記録した。続く
『ドラゴン怒りの鉄拳（精武門）』と『最後のブルース・
リー　ドラゴンへの道（猛龍過江）』も大好評でカンフ
ー映画ブームを巻き起こした。さらに73年アメリカの
大手映画会社ワーナーブラザーズと提携して『燃えよ
ドラゴン(Enter The Dragon、龍争虎闘)』を発表して
一躍国際的スターとなったが、73年この映画の公開を
待たずに急逝し、伝説のカンフースターとなった。
　これらの映画が熱狂的なブームを巻き起こしたの
は、もちろんブルース・リーの鍛えぬいた身体や動作、
本物のカンフーの技が観衆を魅了したからである。だ
がこのブームにはそれだけでは説明しきれない何か、
迫力というか、広がりというか、そんなものが感じら
れたのである。
　70年代初め中国国内では依然として文化大革命が
続いていた。この「人々の魂に触れる革命」による政治
の混乱、経済の停滞、社会秩序の崩壊がいつ収束する
か全くわからなかった。お先真っ暗であった。だが目

を国外に向けると中国の新たな胎動が始まっていた。
71年中国は念願の国連復帰を果たした。72年には、あ
の世界最強の「アメリカ帝国主義」の頭目ニクソン大
統領がはるばる太平洋を渡り、膝を屈して北京の門を
叩いたのである。米中接近の始まりだった。続いてこ
の年宿敵日本とも国交回復を実現した。中国が国際舞
台に大きく登場してきた。中国ブームが世界中を沸き
立たせた。「中国は立ち上がった！もう誰にも馬鹿に
されないぞ！」世界中の華人たちがプライドを取り戻
し、喜びに胸を膨らませていたのである。日本人武道
家や欧米の格闘家、麻薬組織のボスなど中国人を軽蔑
し、乱暴を働く悪者どもをスクリーンの上で叩き伏せ
ることによってブルース・リーは世界中の華人を鼓舞
し、その高揚した心を一段と燃え上がらせていたので
ある。
　これがブルース・リーブームの真実であろう。当時
香港でブームを体験した筆者の実感である。
　78年袁和平監督の『スネークモンキー蛇拳（蛇形　
手）』と『ドランク・モンキー（酔拳）』の二作で一躍カン
フー映画のニュースターとして登場したのがジャッ
キー・チェン（成龍）である。自ら中国武術を学んでお
り、ブルース・リーの後継者と目された。酔えば酔うほ
ど強くなる酔拳だとか、蛇拳といった奇妙な拳法から
窺えるように、ジャッキーはカンフーにユーモアや遊
びを加え、独自のコミカルなカンフー映画を作り出し
た。ブルース・リーが厳しく、強く、殺気を感じさせた
のに対して、ジャッキーは愉快で、楽しく、面白かった。
　『ポリス・ストーリー／香港国際警察（警察故事）』
（1985年）にしても、『ツイン・ドラゴン（雙龍會）』（1991
年）、『ラッシュアワー（Rush Hour）』（1998年）にしても
ジャッキーのカンフーは面白い。『ゴージャス（玻璃
樽）』（1999年）で見せただぶだぶの上着を小道具にし
たヨットの上の立ち回りや、それに続くオートバイと
金属バットを使ったアクロバットのようなカンフー
は「技」というより「芸」のようにも思えた。
　ジャッキーは現在も第一線で活躍しているが、1954
年生まれで、そろそろ還暦だ。いつまでもカンフーを
続けるわけにもいくまい。そろそろ次代のカンフース
ターが観たいものだと考えていた。だが2011年東京で
公開された『イップ・マン 序章（葉問）』（2008年）と『イ
ップ・マン（葉問2）』（2010年）を観て、筆者が気がつか
ないうちに新しいスターが生まれていたことがわか
った。実在した中国人武術家葉問を演じたドニー・イ
エン（甄子丹）である。翌年日本公開された『捜査官Ｘ
（武侠）』（2011年）にも出演している。
ここではカンフー映画以外のアクション映画に触れ
ておきたい。ドニー・イエンはまた別の機会に語ろう
と思う。
　アクション映画は香港映画の顔である。製作本数も

圧倒的に多いのではなかろうか。だから警察と犯罪組
織の闘いや暴力組織同士の抗争など内容もバラエテ
ィーに富んでいる。天安門事件でも、香港の中国返還
問題でも、何でもアクション映画にしてしまう。香港
映画にもラブロマンスやコメディーのようなジャン
ルがないわけでもないが、どれも影が薄い。香港映画
のベースがアクション映画で、その内容がさまざまな
ジャンルに分かれているというのが長い間香港映画
に親しんできた筆者の印象である。
　そんなわけで香港のアクション映画の全容を語る
のは至難の業だ。ここでは筆者がもう一度観たい映画、
『飛龍』の読者諸氏に勧めたい映画を10作品紹介した
うえで、それらの映画を基に話を進めたい。あの映画
も含めたい、この映画も、となかなか決められないが、
「エイ！」と以下の10本を選んでみた。（表１）

香港のアクション映画 みんなちがって みんないい
　これらの作品はみんな違って、みんないい。どれか
ひとつご覧になってほしい。アクション映画は好みに
合わないという向きには、次号で香港映画の別の顔を
語る予定である。
　さて最初に挙げた『省港旗兵　九龍の獅子』は、隣接
する中国の広東省から香港に出稼ぎに来た強盗グル
ープの物語。首尾よく宝石店に押し入ったものの、中
国には戻れず警察隊に撃たれて全員死んでしまう。当
時香港でこの種の事件が頻発した。強盗と警官の銃撃
戦に巻き込まれて無辜の住民が死んだケースも報じ
られ、社会問題になっていたのをテーマに取り上げた。
映画と社会は地続きだった。実録犯罪映画とでも言う
べきか。十番目の『奪命金』も実録映画といってよかろ
う。個人の力の及ばない株価や為替レートの変動に一
喜一憂し、振り回され、時に人生を誤らせられてしま
う香港の普通の人たちとカネとの関わりを、ユニーク
なアクションドラマに仕上げた。奪命金とはまた身に
つまされるタイトルではないか。
　二番目の『男たちの挽歌』はまた別のタイプ。登場人
物が二挺拳銃を撃ちまくるは、大勢の人たちが死ぬは、

戦場のような銃撃戦が展開されるは、という具合に常
識では考えられない画面が次々に展開する。実はこれ
は現実社会から隔絶したファンタジーの世界の出来
事なのだ。だから安心して楽しめるのである。ジョン・
ウーはこのようなファンタジーを生み出す名監督と
して知られている。残りの七つは全てこのタイプの作
品と見てよいであろう。
　『インファナル・アフェア』は警察と麻薬組織との攻
防戦を背景に、麻薬組織に潜入した捜査官と、警察中
枢に紛れ込んだ麻薬組織のニセ捜査官によるスリリ
ングな闘いが繰り広げられる。傑作といってよかろう。
日米両国でリメイクされたのがその証拠である。まず
2006年米国メジャーのワーナー・ブラザーズがマーテ
ィン・スコセッシ監督による『デパーテッド（The 
Departed）』を製作。その後2012年日本のテレビ2社
（WOWOW、TBS）が共同で『ダブルフェイス～潜入捜査編』
と『ダブルフェイス～偽装警察編』の二編を制作、同年
末放映した。筆者はテレビ版では前者しか観ていない
が、西島秀俊が潜入捜査官、香川照之がニセ捜査官と
いう配役がよかったし、二人とも好演だった。『デパー
テッド』より面白かった。
　またこれら10作品の中では、『天使の涙』と『ワンナ
イト・イン・モンコック』も捨てがたい。基本的にはフ
ァンタジーだが、強い香港臭が感じられるところがい
い。（以下次号）
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習近平氏（右）と会談するジョナサン・チョイ氏

ジョナサン・チョイ氏講義風景（スクリーン向こうは大阪会場受講生）

　香港・日本経済委員会、香港経済貿易代表部および香港
貿易発展局共催による「香港春節レセプション2013」がさ
る2月14日（木）都内マンダリンオリエンタル東京にて開
催されました。今年の春節レセプションは日本の財政界、
学術界、コミュニティ団体から約270名が出席するという
華やかな催しとなりました。最初に香港特別行政区CY・リョ
ン（梁振英）行政長官からの新年の挨拶（ビデオメッセージ）
があり、引き続き香港特別行政区政府駐東京経済貿易代
表部サリー・ウォン首席代表による開宴の挨拶、香港・日
本経済委員会委員長/香港中華総商会名誉会頭（前会頭）/
新華集団会長兼社長ジョナサン・チョイ氏による歓迎の
挨拶、日本香港友好議員連盟会長/国民新党代表自見庄三
郎氏による来賓挨拶の後、在カンボジア日本国特命全権
大使（前在香港日本国総領事）隈丸優次氏より乾杯の挨拶
を頂きました。また、隈丸氏からは、新たに在香港日本国
総領事に就任された野田仁氏が紹介されました。
　途中、香港貿易発展局による活動ハイライト2012と活
動紹介2013の中では、TDCの活動のほか、各地の日本香港

協会の様々な行事、香港フォーラム等がビデオクリップ
で紹介されました。終盤では横浜中華学校校友会国術団
による獅子舞が披露されたほか、キャセイパシフィック
航空様、マンダリンオリエンタル東京様、香港政府観光局
協力による豪華賞品が当たる大抽選会も催されました。
　大いに賑わった本年度春節レセプションは、香港貿易
発展局古田茂美日本首席代表による挨拶とともに閉会さ
れました。

　2012年9月に開講された理論編15講座、実践編15講座の
全30講座からなる第10期チャイニーズ・マネジメント・ア
ンド・マーケティング・スクール（CMMS）は、さる2月15日（金）
日本外国人特派員クラブにおいて、香港財閥のトップで
ある香港中華総商会名誉会頭ジョナサン・チョイ氏をお
招きし、本講座の第28回講義となる華人経営演習「華人経
営の倫理とその精神」についての特別セミナーを開催し
ました。
　本セミナー講師であるジョナサン・チョイ氏は、マカオ
生まれ、香港育ちの香港を代表する財界人で、若くして父
親が始めた海鮮問屋を引き継ぎ、その後わずか30年で不
動産や金融、そして映画などのメディアまで手掛ける、巨
大企業グループに育てあげた人物です。事業では香港新
華集団総裁も務め、一方、香港で約6,000社が属する香港
中華総商会の名誉会頭も務めています。また、中国政治協
商会議メンバーでもあることから、中国中央政府とのパ
イプも太く、日本とは香港・日本経済委員会の香港側委員
長として日本へも深く関心を寄せています。

 今回の講義はCMMSのOBを含む全受講生を対象とするも
ので、中国をはじめアジアで多角的に国際事業を展開さ
れる大物華人事業家から、アジア・ビジネスにおける要点
を、直接聞く事ができる大変貴重な機会ともあり、多数の
受講生の方々に参加して頂くことができました。
　今年で記念すべき10周年を迎えたCMMSですが、第9期か
らは、関西と東京の教室をテレビ会議システムで結んで
の授業を展開しています。今回の特別セミナーも大阪会
場（香港貿易発展局）と東京会場である日本外国人特派員
クラブを、テレビ会議システムでつないでの講義となり、
CMMSモデレーターである古田茂美日本香港協会全国連合
会事務局長の開会の挨拶で始まり、前半はチョイ氏によ
る講演、後半は会食を取りながらの質疑応答に入り、活発
な意見交換、ディスカッションが繰り広げられました。ま
た、立命館大学守政毅先生にも出席頂き、今回の講義の基
礎資料として使用させて頂いた守先生の論文「華人ビジネ
スネットワークの連結機能-香港中華総商会を中心に-」
についてお話を伺うことができました。

日本香港協会全国連合会事務局

香港春節レセプション2013開催

第10期CMMS特別セミナー開催

檀上での乾杯のあいさつ
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　関西日本香港協会では、2013年度総会とチャイニー
ズ・ニュー・イヤー・パーティーを2月27日にヒルトン
大阪で118名の参加者を得て盛大に開催しました。パー
ティーには香港特別行政区政府駐東京経済貿易代表部、
中華人民共和国駐大阪総領事館、経済産業省近畿経済
産業局や関西経済連合会などの経済団体の代表の方
たちにも多数参加していただき、大変有意義な懇親行
事を実施することができました。
　パーティーは木全千裕会長の挨拶で始まり、香港特
別行政区政府駐東京経済貿易代表部次席代表の徐逸（ア
ルビス・ツィ）氏は来賓挨拶の中で、最近の中国と日本
の緊張関係にもかかわらず、香港と日本の友情とビジ
ネスの絆は長年にわたり保たれており、中国やアジア、
そして世界への玄関としての香港のメリットを存分
に利用してほしいと述べられました。続いて香港貿易
発展局の大阪事務所長伊東正裕氏の歓迎挨拶があり、
中華人民共和国駐大阪総領事館の副総領事于淑媛（ウ・
シュクエン）氏が挨拶のあと乾杯の音頭をとられ、会
食はヒルトン大阪「王朝」の中華料理、旧正月特別料理
を楽しみました。
　今年のアトラクションは、落語家の三代目桂春蝶師
匠に「上方落語への誘い」と題して落語を一席お願い
しました。たくさんの小噺や会場との絶妙なやりとり
で笑いの連続、春節パーティーにふさわしい内容で会
場を盛り上げ、皆さんに大いに楽しんでもらいました。
　今年もラッキードローに協会理事企業や会員から
たくさんの景品が提供され、特別賞の「キャセイパシフィッ
ク航空提供香港往復ペアチケットとヒルトン大阪提
供香港コンラッドホテル宿泊券」の抽選の際には場内
が最高に盛り上がりました。
　最後に当協会の副会長田中義次氏の閉会の挨拶で
楽しかったパーティーを終了しました。

　2月27日に香港貿易発展局と関西日本香港協会共同
主催の春節セミナーをヒルトン大阪で開催したところ、
182名の参加者で盛会でした。今回のテーマは、成長を
続けるアジア経済圏が新たな成長局面に入ったとの
認識のもと、香港・中国の状況をより深く理解し、新た

なビジネスの進展に役立ててもらう目的で企画され
ました。
　講演①は当協会理事、華人経済・経営研究部主任研
究員で株式会社貿易人代表取締役の馬場正修氏に「中
国新指導部人事と今後の十年」と題した講演をお願い
しました。馬場氏は、胡錦涛政権下での成果と課題、新
しい習近平体制成立の経緯と新集団指導体制の課題、
中国の第十二次五カ年計画の内容などを詳しく解説し、
日中関係は政治的に緊張の中にあっても巨大マーケッ
トの中国との経済関係は持続するので、華人・中国企
業家との自己人関係（GUAXI）の構築により華人ネット
ワークへの参入と香港の活用、中国華南地域に生成し
つつある「大中華経済圏」、香港・華南・アジアに視点を
据えるべしと主張されました。
　講演②は、北九州市立大学大学院マネジメント研究
科教授研究科長の王効平氏が「東アジア新時代におけ
る対中華ビジネス戦略の再考」と題する講演をされま
した。ASEANが中心的な役割を果たしてきた経済統合
の進展状況の動向を豊富な統計資料で解説され、種々
な形で交流している中華経済圏の地殻変動に対応す
る東アジア戦略をグローバルな視点でしっかり打ち
出す必要があると力説され、香港とシンガポールがグ
ローバルビジネスのメッカとして国家も企業もグロー
バル戦略の手本を示していると説明されました。東ア
ジア事業展開にあたって、華人型同族経営の探求が急
務であることを痛感したセミナーでした。

　昨年10月30日に香港貿易発展局大阪事務所セミナー
室で「国際化の流れの中に生きる～女性リーダーの役
割～」と題した文化部セミナーを開催し、27名が参加
しました。講師の田嶋株式会社取締役社長伊藤紀美子
氏は女性ファッション関連商品や化粧品の開発・製造・
販売と輸出入業を営んでおられ、神戸商工会議所の常
議員・国際ビジネス委員会委員長として長年国際交流
の促進に貢献しておられます。国際化とIT化が進む難
しい時代にあっては、国際的視野で物事を考え共存共
栄を志すことが肝要で、英語力に乏しく内向的な人が
多い日本人は、これから人とのコミュニケーション能
力とプレゼンテーション能力を子供のころから養う
努力が不可欠で、子供に本物を求める夢を与える親の
役割も大切ですと話されました。

チャイニーズ・ニュー・イヤー・パーティー2013」来賓の皆様と木全会長（中央右）、
田中副会長（右から5番目）

「香港・春節セミナーin大阪」での王効平氏の講演

　2月16日(土)冷たい風の吹き荒れる中、NPO日本香港
協会女子プロジェクト「バウヒニア会」本格始動イベ
ント第一弾として、「香港キッチンカフェ x 食文化探
訪講座」を開催いたしました。
　私たち「香港愛」にあふれた女性会員はいつの日か、
公私ともに連携できる仲間を探すグループを作りた
いと思っていました。理事会の中でも女性会員組織を
作ったらどうかという機運が出てきた一昨年秋、会員
の方からメールでの「これだけ多くの女性が香港に旅
行し消費もするのに、なぜ香港協会では、女性向イベ
ントがないのか？」という問いかけを契機に、理事会
も本気で動き始めました。それから準備期間一年余り、
運営メンバーを募り、やっと本格的に始動することが
できました。もちろん、協会にメールをくださった会
員も「バウヒニア会」の運営メンバーとなっています。
現在、運営メンバーは7名、まだまだ小さなグループで
すが、香港の文化、ビジネス、観光など香港に関連する
イベントや交流会など企画してまいります。
　「バウヒニア」というのは香港の旗にも描かれてい
る花の名前です。香港に行ったことがある方は一度は
見たことがある花だと思います。お心当りのない方は、
私たちのFacebookのページをご覧ください。
　今回の「香港キッチンカフェ x 食文化探訪講座」は、
香港でお料理教室を主宰し、料理愛食家としても著名
な櫻井景子氏を講師に、旧正月の下記の家庭料理2種
を学びました。
　・港式臘味蘿蔔　　　大根もち（焼き/蒸し2種類）
　・珍珠丸子　　もち米しゅうまい（點心風）
とってもポピュラーで、簡単そうに見える大根もちで
すが、作ってみると意外に難しいのです。固すぎたり、

軟らかすぎて固まらなかったりと。今回の講座では、
実際に作る過程を見ることによって、そのコツを知る
ことができたのが大きな収穫でした。本場の作り方と、
日本で手に入れることができる材料で作る場合との
違いもとても勉強になりました。大根もちも焼いたも
のと、蒸したものでは材料は同じもののはずなのに、
蒸したものは大根の味を、焼いたものは香ばしさと中
に入れた具の味を強く感じました。もう一品のもち米
しゅうまいは、想像していたよりずっと簡単にできる
ことを発見、早速、翌日の食卓に上りました。それに加
え、乾物の扱い方についても知ることができ、参考に
なりました。
　私たちの食文化探訪講座は、レシピを知的財産権の
範囲内として、Webなどには公開しませんので、コツや
分量などなどどうしても知りたい!という方は、ぜひ
ご参加ください。
　今回の参加者にはなぜか、普段あまりお料理をしな
いという方が多かったのですが、てきぱきしながらも、
しぐさがとても優雅な櫻井景子氏の手先をみていて、
「お料理なんかこわくない、難しくない」と思えてくる
様子がみてとれ、とても不思議な感じがしました。
　試食のときには、點心に欠かすことのできない中国
茶を試飲しました。30年物の雲南嫩尖普　茶という、
緑茶製法で作ったものを陳化発酵させたもので、いわ
ゆるビンテージものと言われるものです。油脂分の多
いお料理にはぴったりで、飲んだ後に口の中がすっき
りするタイプです。これが生茶とか青餅と呼ばれる普
　茶で、熟茶と呼ばれる強制発酵させた一般的な普　
茶とは、製法・漢方の見地からする効能に違いがあり
ます。世にいう減肥効果のある普　茶は、今回試飲し
たタイプのお茶です。
　今回は、旧正月のお料理の中から2品を選び、ちょっ
と贅沢に楽しむ普　茶を合わせるという、プチ香港旧
正月をお楽しみいただきました。
　おみやげも、香港政府観光協会、香港貿易発展局、
JCBカードご提供の観光ガイドブック、ガイドマップ、
メモ帳＆ボールペンセット、エコバック、バゲッジタ
グなど香港観光に必携品のかずかず、そして講師お手
製のプチ馬來　、7年物普　青茶などと充実していて、
受講生の皆様にご好評をいただきました。この場をお
借りし、ご提供くださった各社に御礼申し上げます。
　これからも、テーマ設定をしてそれに合わせたお料
理とお茶をご紹介していきたいと思いますので、どう
ぞご参加ください。
　次回の食文化探訪講座は、5月ごろを予定していま
す。そのほかにも、企画中のものが数々ありますので、
facebookや協会のホームページをご覧下さい。また、
企画のご提案や運営メンバー参加にご興味のある方
は、下記あてにご連絡ください。
　
バウヒニア会からのお知らせ：
　http://www.jhks.gr.jp/tokyo/bouhinia.html　
Facebook:
　http://www.facebook.com/bauhinia.tokyo
E-mail:  bauhinia.tokyo@gmail.com大根もち2種ともち米しゅうまい

説明をする講師櫻井景子氏と参加者

法人会員交流会NPO日本香港協会女子プロジェクト「バウヒニア会」本格始動! チャイニーズ・ニュー・イヤー・パーティー2013

2013　香港・春節セミナー in 大阪
～香港と連携して発展する珠江デルタ経済圏　今後の展望～
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乾杯の音頭 豊島会長による獅子舞に魂を吹き込む点晴開眼の儀式

記念品贈呈：（左）九州日本香港協会　会長　石原　進氏、
　　　　　　（右）香港中華総商会　ジョナサンチョイ氏

交流会の様子

　去る12月2日（日）、九州日本香港協会は九州経
済フォーラムと合同で九州・香港交流懇談会（講
演会）を香港日本人倶楽部にて開催しました。九
州側から九州日本香港協会及び九州経済フォー
ラムの石原進会長をはじめ約20名、香港側からは
香港福岡県人会、香港日本商工会議所をはじめ香
港現地で活躍する日本人約30名が参加しました。
講演会には駐香港日本国総領事館 隈丸 優次 総
領事、香港国際映画祭会長ウィルフレッド・ウォ
ン名誉会長、香港中華総商会ジョナサン・チョイ
名誉会頭を講師にお招き、ご講演を頂きました。
　隈丸総領事は「香港の魅力と日本・香港関係」に
ついて講演を行い、「今日の日中関係が領土問題
で冷え込んでいるが、国際都市としての香港の魅
力は変わっておらず、日本にとって有利なところ
を沢山持っている。香港の食品、半導体、電子産業
分野などでの日本の貿易相手国としての重要性、
また、巨大な中国市場においての香港の役割は重
要である。日本は香港の利用価値を認識して積極
的に活用してほしい」との意見を述べられました。
　ウィルフレッド・ウォン名誉会長は「国境を越
えた地域間協力」をテーマとして、「世界の軸は西
洋からアジアに移行している中、映画産業もアジ
アで着実に成長を遂げている。しかし、映画産業
の中心は依然として圧倒的にハリウッドのまま
である。またアジアをテーマとした映画も多く作
られるようになったが、アジア国同士の連携では
なく、西洋との提携により制作される場合が多い。
アジア各国政府が映画ファンドを作り、市場調査・
人材育成を国境を越えて行うことが大事。香港は
このようなフラットフォームを提供する最適な

地域である。九州、日本の皆さんにアジア人によ
るアジアの映画を発展させていくファンドに投
資することを期待する」とアジアの映画産業発展
に対する思いを語られました。
　最後にジョナサン・チョイ名誉会頭は香港と九
州の緊密な関係、そして中国とASEANへのゲートウェ
イとしての香港について講演。香港と九州の緊密
な関係は「2011年の香港中華総商会と九州経済連
合会とのMOU締結」、「香港大学と北九州市立大学
とのMOU締結」など非常に密接である。香港と九州
の間には食品、観光、医療、金融分野で協力する大
きなチャンスが存在している。中国がASEANとの
連携に力を入れている今日、香港のゲートウェイ
としての役割はより重要性を持つ。中国へのFDI（海
外直接投資）の約68％が香港を経由して多くの中
国の会社が香港で上場をしている。ASEAN各国も
中国との連携のため香港でアジア地域本部を設
置する等積極的に動いている。世界の力が東アジ
アへの「シフト」している。アジアの経済力が強く
なっている。香港はアジア、ASEAN、中国そして九
州のためのゲートウェイであるとの講演を行い
ました。
　講演会後のパーティーでは参加者の間で中国・
香港について情報交換が行われました。今回は九
州日本香港協会にとって初の香港での交流懇談
会（講演会）でしたが、香港現地の方のご協力を頂
き盛況な会とすることが出来ました。今後も九州
と香港、中国、そしてアジアとの交流を活発に進
めていきたいと思います。

中京日本香港協会事務局長　佐藤亮一 九州日本香港協会事務局

平成25年度年頭所感及び総会、セミナー、新年名刺交換会について 九州・香港交流懇談会（講演会）

KYUSHUKYUSHU 九州日本香港協会

　恭賀発財～豊島会長の音頭により平成25年度
の総会が2月22日に27名理事出席のもと開催、平
成24年度事業報告、決算報告および平成25年度事
業計画はすべて全員一致にて了解された。特記す
べきは、昨年度目標とした事業計画は、全て滞り
なく完遂し、又、収支に影響される会員増強計画
のうち、法人会員目標15社（現状14社）は法人企業
の協力は得られたが、個人会員目標90名（現状46
名）は年間通じプラスマイナスの異動が不断にあ
り6割程度の達成に終わった、今後親睦会、理事ほ
か会員の協力を得、目標に近づけて行きたい。
　さて、パーティーの前行事セミナーにおいては、
第1部講師馬場正修氏による「中国新指導部人事
と今後十年」としてタイムリーな話題、第2部講師
古田茂美氏による「アジア、中国市場進出の課題
と展望」とビジネス面でのアドバイス、現状を詳
細な資料と共に講演戴き参加者102名大盛況の内
に終了することが出来、改めて両講師に感謝申し
上げる次第です。
　その後、午後6時より恒例の新年パーティー、名
刺交換会も80名の参加のもと豊島会長に続きゲ
ストとして駐名古屋中国総領事館領事馬興無氏、
名古屋商工会議所会頭高橋治朗氏にご挨拶をい
ただきました。香港貿易発展局日本首席代表古田
茂美氏の乾杯の後、アトラクションを皮切りに抽
選会を催し景品も華を添えた。改めて関係各位、
理事の皆様には御礼申し上げます。
　他方、本年愛知県を舞台にした行事を2件報告
します。
　まず、2013あいちトリエンナーレの開催。日時
は8月10日（土）～10月27日（日）79日間に亘る3年
に一度の一大イベントが名古屋市中心に多方面
に催しされる。即ち、3年に一度の国際芸術祭。テ
ーマは“Awakening -Where Are We Standing-
Earth, Memory and Resurrection. ”「揺れる大
地―我々は何処に立っているか～場所、記憶そし
て復活」。東日本大震災後のアートを意識しつつ

世界各地で起きている変動と共振しながら国内
外、特に東南アジアの先端的現代美術、演劇など
のパフォーミングアーツ、オペラを愛知から世界
に発信しよう、との趣旨で第二回目として開催さ
れる。当協会も香港紹介のパンフレット配布など
で参加する。並行して、第二弾として市民参加「ワ
ールドコラボフェスタ」が名古屋栄広場にて世界
16カ国（58ブース）による異業種文化交流の場と
して同時開催される。中京日本香港協会も毎年PR
を兼ね参加している。
　今後とも、話題性の発信元として香港事情、観
光、ビジネスに輪を拡げてゆく所存です。



山形日本香港協会副会長・事務局長　大山康吉 北海道日本香港協会 事務局
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2013年度春節セミナー＆パーティー 「香港ビジネスセミナー」、「香港のつどい2013」を開催

全国事務局長会議、昼食講演会を「仙台」で開催

香港宮城県人会顧問・安部隆孝氏が来仙されました

 北海道日本香港協会では、さっぽろ雪まつりの開催に合わ
せ2月6日（水）に「香港ビジネスセミナー」ならびに「香港のつ
どい2013」を開催しました。
 セミナーには、定員を大幅に上回る大勢の皆さまからお申
込をいただき、香港および中国の現状に対する関心の高さが
窺えました。まずはじめに、香港貿易発展局日本首席代表の
古田茂美氏より「アジア時代開幕元年と香港の最新動向」と
題し、中国および香港の最新情勢や北海道企業との取引拡大
の可能性についてご講演いただきました。特に、コンテンツ
産業、フード、ワインが有望とのお話に、香港ビジネスにおけ
る北海道の大きな可能性を感じることができました。
 続いて、香港経済貿易代表部投資推進室（インベスト香港）
室長の佐々木由紀雄氏より「日本企業の香港進出～なぜ今、

香港なのか？」と題してご講演いただきました。香港への投
資による中国大陸へのビジネス拡大という観点に、興味を持
たれた方も多くいらっしゃいました。具体的な投資成功事例
に基づいた日本企業の香港進出における成功のポイントや、
香港の自由貿易制度や中国へのゲートウェイ機能活用によ
るビジネスチャンスについてご説明いただきました。
 セミナー終了後には、「香港のつどい2013」を開催しました。
冒頭に主催者を代表して当協会の横内会長が挨拶。その後、
香港特別行政区政府駐東京経済貿易代表部サリー・ウォン首
席代表にご挨拶をいただき、香港政府観光局デービッド・リョ
ン局長の乾杯により、盛大にスタートしました。
 会場では、香港とのビジネスに取組まれている多くの道内
企業様のご協力を得て、北海道スイーツや乳製品、ワイン、銘
酒などをご提供いただきました。香港政府関係者の方々や参
加された皆さまに楽しんでいただくとともに、道産食品の魅
力をPRしていただく機会にもなりました。
 また、アトラクションでは「ダンディー・フォー」の皆さまよ
り、「花は咲く」など最近の曲から、懐かしい青春ソングまで
素敵なハーモニーをご披露いただき、会を盛り上げていただ
きました。毎年人気のラッキードローでは、特賞としてキャ
セイパシフィック航空会社様、香港政府観光局様より「札幌
－香港ペア往復航空券＆ホテル宿泊券」をご提供いただくな
ど、多くの企業様のご協力で大変豪華な抽選会となりました。
香港と北海道両関係者の皆さまに親睦を深めていただき、盛
況のうちに会を終えることができました。

　8月26日（日）仙台国際ホテルに於いて、今まで東京で開催
されていた全国事務局長会議が当地仙台に於いて初めて開
催されました。
　全国から代表の理事または事務局長が参加、古田首席代表
の挨拶の後、仙台市の高橋プロモーション推進課長の来賓挨
拶、奥山仙台市長を団長として行われた香港プロモーション
（７月30日～8月3日）の結果について報告がありました。その
後各協会からの事業報告、連合会からの報告があり、閉会。
19:00から懇親会となり、参加者一同、心置きなく仙台の一夜
を満喫した様子でした。
　また、8月27日（月）には香港特別行政区政府駐東京経済貿
易代表部主催の昼食講演会が仙台勝山館で開催され、総勢

140名が参加する大講演会となりました。若生副知事からの
挨拶、その後貿易代表部のサリー・ウォン首席代表の基調講
演など4人の方々が登壇、質問などもあり、2時間という時間
があっという間に過ぎて、和やかな中にも香港と宮城の貿易
に対する熱意が伝わってくる素晴らしい講演会となりました。

　昨年11月7～8日、香港宮城県人会顧問（元副会長）が、日本
人商工会観光サービス部会・東北研修旅行として総勢13名で
来仙し、7日夜は仙台駅東にある「滋菜さん三郎」にて懇談会、
翌日は県庁を訪問、知事とも短時間ではありますが懇談をす
ることができました。安部さんは宮城県と香港を結ぶ「絆」で
す。

　2月７日（木）山形テルサにおきまして、参加者過
去最高の１２０名の参加者を得て２０１３年度春
節セミナー＆パーティー開催することができました。
まず、セミナー講演会に当り、冒頭に主催者を代表
して当協会の後藤副会長が挨拶。その後、香港貿易
発展局東京事務所長ジョイス・チャン氏に来賓のご
挨拶をいただき、県会議員今井栄喜氏より祝辞をい
ただきました。講演は、当協会でも長く理事をつと
めていただいた現在世界中に講演活動と「魔法の質
問」の主宰・出筆活動しているマツダミヒロ氏に講
演に続いて地元人気女子フリーアナウンサー奥山
知寿子さんとのコラボトークで、実践を交えてのコー
チング実演になりました。
　今回のテーマ「スタッフが自然とやる気になる育
成の秘訣」～香港・アジア編～は地元出身のマツダ
氏の凱旋講演的な色合いもあり、募集後2日目にし
て満員締め切りしたような人気には、主催者一同人
気の高さにまずは驚かされてしまいました。
内容は、「指示」を「質問」に変えるだけで部下ががぜ
ん、やる気になり、どんな問題でも解決に導くシン
プル思考法の解説からはじまり、海外からの講演依
頼が現在半数以上で、上海・台湾・シンガポール・香
港などの日系現地企業からの依頼が特に多く、具体
的な問題解決へと導いた事例などご紹介いただき
ました。
　山形で同じ時代を共有していたのに、自分とは大
きく違う稀な着眼点と問題意識の強さはどこから
生まれてきたのかは、ますます謎めいてきたのが拝
聴後の個人的な感想でした。
　第二部に移り、パーティーでは主催者代表で渡辺
会長挨拶に続き、マツダミヒロ氏の乾杯により開始。
その後、香港のプロモーション映像でのPRを香港貿
易発展局室田さんからご説明いただきました。
恒例目玉アトラクションラッキードローでは、司会
に奥山知寿子さんが飛び入り参加で加わっていた
だき、大いに盛り上げていただきました。結果的に、

プロの司会者を依頼した豪華な会になってしまい、
これ以上ないパーティーへと変貌せていただいた
気がします。
　終了後にも余韻が残り、参加者同士の語り合いや
マツダ氏出版物の販売も盛況でなかなか終了でき
なかった次第です。
　新に、地元の多くの人々に香港協会の存在や香港
への興味を持っていただく機会になったと思いま
すし、マツダ氏がPR広告塔になって協力をしていた
だくことで当協会の展開も大きく広がる可能性を
感じ取りました。
　後日談になりますが、講演の設営やパーティー設
営や飲食準備などすべて協会の理事と会員協力でやっ
ておりますが、年々規模が拡大しておりご苦労ぶり
も大変になってきておりますが、遣り甲斐へと変化
しているのが何とも面白いことです。

宮城日本香港協会　事務局　武田　功

香港ビジネスセミナー

若生副知事の挨拶全国の事務局長が勢ぞろい

マツダミヒロ氏と奥山知寿子さんのコラボトーク マツダミヒロ氏の講演

毎年恒例となったラッキードロー

PS.新年度より、香港在住で山形市出身のリブネ宮崎紀子（香港
中文大学日本研究学科講師）さんが新理事として加わっていた
だくことになりました。
　帰郷の際は、香港の新情報や文化・教育での持論などもお伺
いする機会を設けておりますが、多岐にわたって今後に期待し
たいと思います。
　山形日本香港協会にとって、非常に力強い方を迎えることが
できたことをここにご報告申し上げます。
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広島日本香港協会

広島日本香港協会、中華料理で春節を祝う

広島日本香港協会事務局

挨拶する深山会長 出席者全員で（前列中央が深山会長）

仲井真知事への記念品の贈呈

ANA航空貨物ハブの視察 春節パーティー　参加者と懇談するチョイ名誉会頭

1514

　香港貿易発展局（日本首席代表　古田茂美氏）と
沖縄日本香港協会（会長　國場幸一）の共催で、春節
セミナーが、平成25年2月18日（月）かりゆしアーバ
ンリゾート那覇で「世界の5割経済圏アジアのビジ
ネス挑戦」と題し開催された。
　講師には、香港を中心に食品・不動産・金融・メディ
ア関連など、多くの分野で事業を展開する新華集団・
総裁であり、香港の企業6,000社が加入する香港中
華総商会 会頭の要職を務めるジョナサン・チョイ
氏を招いて開催されました。
　チョイ総裁は、「沖縄は、日本で最も成長が著しい
アジアの国々に近く、地理的優位性もある。沖縄は
琉球王国時代にアジアとの交易で栄えてきたとお
聞きしました。24時間運用可能なANAの航空物流ハ
ブも沖縄にあり、今後大きなビジネスチャンスがあ
ると考える。例えば日本の農産物の輸出先で最大の
市場は香港であり、香港に商品をいかにして展開す
るかが、今後の発展のカギなると考えます。」と指摘
しました。
　実際にANAの貨物ハブを視察したことを踏まえ、「沖
縄の優位性に着目し、ヤマト運輸・楽天・全日空が協
力し、香港において、鮮度を保ちながら配達するコー
ルドサービスを展開している。日本と香港を結ぶ沖

縄は、今後様々な分野で協力できる」と述べました。
　春節パーティーでは、多くの参加者と懇親を深め
て頂きました。
　参加者は、チョイ名誉会頭から、沖縄のアジアに
おける可能性を示唆して頂き、今後のビジネス展開
に大きな励みとなりました。

　香港ビジネス協会世界連盟が毎年開催するアジア・
フォーラムは、今年は5月に沖縄で開催されます。沖
縄はそのロケーションの良さから、かつては海洋王
国として栄えました。その歴史を彷彿とさせるよう
に、沖縄を重視するアジアの各国から数多くの協会
メンバーが集結し、日本企業との交流をはかります。
世界経済の重心が東へとシフトしている中、日本は
アジアビジネスの中でどのような役割が果たせる
のかなど、大いに議論していく場でもあります。本フォー
ラムはアジアでのビジネスネットワークを広げ、最
新のマーケット情報を獲得する絶好の機会です。皆
様のご参加を心よりお待ちしております。

■日時 ： 2013年5月31日（金）～　6月1日（土）
■場所 ： 万国津梁館　サミットホール
     （〒905-0026　沖縄県名護市喜瀬1792番地）
■宿泊 ： 沖縄かりゆしビーチリゾート
　　　　 オーシャンスパ 
■参加 ： 無料
■主催 ： 香港ビジネス協会世界連盟、日本香港　
　　　 　協会全国連合会、沖縄日本香港協会、
　　　　 香港貿易発展局

＜お問い合わせ＞
香港貿易発展局
　　TEL: 06-4705-7030 / FAX: 06-4705-7015  
　　e-mail: osaka.office@hktdc.org　

春節セミナー 開催

アジア・フォーラムin沖縄

　広島日本香港協会では、2月25日（月）、香港貿易
発展局との共催で、市内のリーガロイヤルホテル
広島の中華料理レストランにて、「春節 昼食・意
見交換会」を開催しました。協会からは深山英樹
会長、神津善三朗副会長ら８名の役員が、香港貿
易発展局からは、大阪事務所長の伊東正裕氏、同
次長の田中洋三氏にご参加いただきました。冒頭
の深山会長の挨拶では、昨年の12月の「香港フォー
ラム」に、協会メンバーを率いて参加したことに
ついての報告がありました。日本全国の香港協会
会員が集まる全国連合会主催の交流会への参加や、
香港ビジネス協会世界連盟のメンバーが集まるフォー
ラムの各種プログラムへの出席を通じて、香港の
持つポテンシャルを実感したこと、また、同時期
に香港で活動されている広島ゆかりのビジネスパー
ソンとの交流会も開催し、香港のビジネスの最前
線で活躍されている方々から、香港ビジネスに関
する生の声を聞くことができ、大変有意義であっ
たことが紹介されました。また、会長は、今後も、
是非本フォーラムに継続参加し、香港・中国・東南
アジアでのビジネス展開を一層推進するに当たっ
て、現場の生の情報を直接吸収していくため、来
年度も広島から数多くの参加者を募りたいと締
めくくりました。
　続きまして、川北事務局長より、平成24年度の
事業実施状況の発表がなされました。本年2月25
日現在、会員数は、法人83企業・団体、個人4名の合
計87会員で、役員は会長以下、副会長5名、理事8名、
監事2名、合計16名体制となっております。2012年
6月5日には、年度総会を開催、併せて講演会と交
流会をとり行い、合計33名が出席しました。

主力事業であるビジネス分野につきましては、
2012年5月の東京における香港貿易発展局主催“Think 
Global, Think Hong Kong”と銘打つシンポジウ
ム・晩餐会への参加に始まり、香港貿易発展局と
の協力・連携により、広島市・福山市にてビジネス
セミナー（テーマ＝食品・農林水産物輸出振興、観
光インバウンド促進ほか）・相談会を開催したほか、
地元県内企業に対する海外展開支援サービスを
積極的に実施しました。香港ビジネス協会世界連
盟の旗艦イベントである「香港フォーラム」には、
広島協会から7企業・団体から10名が参加、世界中
の協会・連盟メンバーとの相互交流を行いました。
協会独自のイベントとしましては、「香港フォー
ラム」期間のサイドプログラムとして、香港の大
手旅行代理店EGLツアーズ本社訪問（12月4日）、イ
オン香港チュンワン・スカイライン店（同）のほか、
前述のとおり、フォーラムのミッションメンバー
と広島ゆかりのビジネスパーソンとの交流会（同）
を、キッチン秀殿（広島出身の小川泰明氏経営の
現地レストラン）で開催し、香港におけるビジネ
スの利点や課題について情報共有しました。
　続いて意見交換会では、香港貿易発展局大阪事
務所の伊東所長から、「啓徳空港跡地開発プロジェ
クト」を紹介するプレゼンテーションが行われ、
参加者一同巨大インフラ整備計画を通じて引き
続き大きく発展する香港について、認識を新たに
しました。その後、出席者全員で円卓を囲み、美味
しい中華料理を堪能し、中国正月を祝うとともに、
新年度の更なる協会の発展を祈念しました。

沖縄日本香港協会


